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予
字
の
詩
中
に
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の
は
、
（
一
）
純
粋
の
欺
字
ご
し
て
、
（
二
）
介
字
と
し
て
｀
（
三
）
於
是
ご
訓
し
て
歎
字
的
に
用
ひ

ら
る
ヽ
も
の
、
―
―
一
種
で
あ
る
〗

（
一
）
純
粋
の
歎
字
マ
J

し
て
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の

千
字
は
限
獨
に
用
ひ
ら
る
ヽ
こ
こ
な
く
し
て
、
常
に
磋
字
ご
連
用
せ
ら
る
。

（
イ
）
子
嵯
（
麟
趾
）
子
嵯
麟
分

一
、
「
詩
」
中
に
於
け
る
雨
字
の
用
法

「
子
」
「
於
」
雨
字
の
古
晋
に
就
い

財 て

二
七 津

愛

象

以
上
論
す
る
所
を
要
約
す
れ
ば
、
凡
て
歴
史
的
研
究
は
箇
々
の
文
献
を
精
密
に
攻
究
し
た
る
後
、
之
を
地
理
と
背
景
と
し
時

代
の
線
索
に
よ
り
て
連
絡
す
る
に
あ
り
ご
云
ふ
に
す
ぎ
す
0

然
れ
ざ
も
之
は
寧
ろ
理
想
論
に
近
く
賓
行
に
易
か
ら
す
0

尤
も
賓

行
ー
易
き
方
法
は
先
づ

nれ
の
研
究
せ
ん
ご
志
す
方
面
の
先
進
の
著
述
を
一
讀
し
、
其
人
名
、
地
名
、
書
名
の
熟
知
せ
ざ
る
も
の

に
遇
ふ
毎
に
、
之
を
廿
四
史
の
列
偲
．
方
輿
紀
要
、
及
び
四
庫
全
害
提
要
に
参
観
し
て
、
先
進
の
著
述
に
誤
な
き
や
否
や
を
考

へ
、
か
く
し
て
其
焚
逹
の
脱
要
を
會
得
し
た
る
後
W

特
種
材
料
を
研
究
し
て
既
得
の
知
識
を
進
化
せ
し
む
る
を
便
こ
す
0

若
し

支
那
文
學
史
を
研
究
せ
ん
マ
J

す
れ
ば
王
夢
曾
の
中
國
文
學
史
、
罷
學
史
を
究
め
ん
と
欲
す
れ
ば
皮
錫
瑞
の
罷
學
歴
史
な
ざ
好
入

門
害
な
る
べ
し
。



（
口
）
子
嵯
乎
（
蒻
廃
王
J

嵯
乎
蒻
漢
（
樅
輿
）
子
瑳
乎
0

不
承
椛
輿
の
類
。

子
勢
は
風
中
三
篇
七
虞
に
用
ひ
ら
る
ヽ
外
、
雅
頌
に
は
其
例
を
見
す
、
子
嵯
乎
は
た
ゞ
風
中
二
篇
四
虞
を
用
ひ
ら
る
>
の
み
で
、

雅
頌
に
は
用
ひ
ら
れ
て
居
な
い
。

（
二
）
介
字
ご
し
て
用
ひ
ら
る
A

も
の

（
葛
四
）
黄
鳥
子
飛
槃
子
溜
木

（
釆
紫
）
子
以
釆
緊
子
沼
子
祉
゜

の
第
二
句
の
子
字
。

（
三
）
歎
字
的
に
用
ひ
ら
る
>
も
の

上
例
第
一
句
中
の
、
子
字
。

今
そ
の
介
字
及
歎
字
的
に
用
ひ
ら
れ
た
る
も
の
を
ご
り
て
、
其
の
敷
，
笠
表
示
す
れ
ば

さなる。

於字は、（一）純粋の歎字マJして、（二）介字マJして用ひられて居る。（於榮洒掃の如き場合の於字を、於是の義

頌 雅 風

, -、

大 小 介

234 22 75 82 55 

字

歎

80 ， ， 17 45 字

的

314 31 84 99 100 計

ニ
八



，，， 

頌 雅 風

- -、

大 小 歎

31 16 14 1 

字゚

介

16 1 I 2 12 

字

47 17 I5 3 12 計

に
解
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
余
は
歎
字
<
J

し
て
取
扱
ふ
こ
ゞ
J

A

し
た
。
）

(
-
）
純
粋
の
歎
字
こ
し
て
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の
。

（
イ
）
置
獨
の
も
の

（
文
王
）
文
王
在
上
°
於
昭
子
天
Q

（
震
榮
）
王
在
塞
沼
°
於
判
魚
躍
。
の
類

(

P

)

乎
字
ご
連
用
す
る
も
の
。

（
抑
）
於
乎
小
子
未
知
威
否
。

（
維
天
之
命
）
於
乎
不
顕
文
王
之
穏
之
純
0

の
類
Q

（
二
）
介
字
マ
J

し
て
用
ひ
ら
る
A
も
の

（
静
女
）
静
女
其
妹
、
侯
我
於
城
隅
。

（
糀
輿
）
於
我
乎
夏
届
渠
々
、
の
類

之
を
風
雅
頌
に
就
い
て
検
す
れ
ば

二
九



説
文
に
憐
れ
ば
子
字
は
｀
デ
ょ
於
也
3

象
気
之
舒
す
。
凡
万
以
ー
。
一
者
其
丘
盃
乎
也
u
」ゞ
J

あ
b
て
、
氣
息
を
本
と
し
て
構
成
せ
ら

れ
た
る
文
字
で
あ
り
、
於
字
は
同
害
に
、
「
象
古
文
烏
省
」
マ
J

見
わ
て
、
も
ご
烏
マ
J

同
一
字
で
あ
る
。
島
字
下
に
は
「
島
孝
鳥
鬼
。

象
形
0

孔
子
日
烏
子
呼
批
3

取
其
助
代
3

故
以
為
烏
呼
」
ご
見
ね
て
居
る
J

於
字
を
以
て
子
字
を
解
す
る
は
、
爾
雅
紙
に
そ
の

端
を
啓
き
、
毛
博
之
に
依
り
、
説
文
亦
之
を
博
へ
、
子
字
を
以
て
於
字
を
解
す
る
は
、
廣
雅
に
於
て
。
之
を
見
る
こ
と
が
出
末

る
Q

祁
氏
は
爾
雅
義
疏
に
於
て
「
於
典
子
同
亦
語
詞
他

3

詩
書
倶
古
文
作
子
Q

罷
典
骰
借
作
於
」
マ
J

い
ひ
‘
段
氏
は
説
文
子
字

下
の
註
に
於
て
「
凡
詩
害
用
子
字
0

凡
論
語
用
於
字
°
蓋
子
於
二
字
0

在
周
時
捻
古
今
字
」
こ
い
ひ
、
こ
も
に
子
字
を
以
て
古

く
、
於
字
を
以
て
新
し
い
マ
J

し
て
居
る
0

こ
れ
等
は
主
こ
し
て
、
介
字
の
場
合
に
就
い
て
言
っ
た
も
の
こ
考
へ
ら
る
A
が
、
詩

絆
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
y
J

、
子
字
の
二
百
三
十
四
に
到
し
て
、
於
字
は
十
六
で
、
子
字
よ

b
於
字
へ
の
推
移
の
第
一
歩
を
示

し
て
居
る
0

か
9

ヽ
於
字
に
子
字
が
代
る
に
至
っ
た
こ
マ
J

は
、
果
し
て
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
で
あ
ら
う
か
0

こ
れ
に
は
種
々
の

見
方
も
あ
る
で
あ
ら
う
が
、
余
は
介
字
<
J

し
て
の
子
字
の
登
昔
が
、
漸
次
襲
化
し
て
、
於
字
マ
J

同
様
に
呼
ば
る
A
や
う
に
な
っ

た
こ
さ
が
、
そ
の
甫
な
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
マ
J

思
ふ
Q

即
ち
我
々
の
知
り
得
る
最
古
の
時
代
に
於
て
、
子
字
ご
於
字
マ
J

は

其
平
日
が
異
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
此
時
代
頃
か
ら
漸
次
同
一
に
な
っ
て
来
た
た
め
で
は
無
か
ら
う
か
マ
J

思
ふ
の
で
あ
る
。

次
に
少
し
く
時
代
は
下
る
が
、
所
謂
登
磐
之
詞
に
つ
き
て
考
ふ
る
に
、
春
秋
定
公
五
年
の
條
に
於
趣
入
呉
こ
あ
り
0

註
に
於

螢
桃
狙
Jゞ

見
ゎ
、
荀
子
勤
學
篇
に
は
子
越
夷
額
之
子
云
々
マ
J

あ
b
o
（
千
，
越
は
干
・
越
の
誤
こ
す
る
説
あ
れ
ざ
も
今
従
は
す
0

漠
書

貨
殖
偲
に
は
、
臀
猶
戎
霰
之
典
子
越
云
々
マ
J

見
ゎ
、
顔
師
古
註
に
は
子
登
語
聾
也
子
越
猶
言
句
呉
耳
こ
あ
り
。
）
等
し
く
越
の
登

競
J

し
て
於
子
雨
字
が
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
此
場
合
に
於
て
は
雨
字
は
恐
ら
く
越
ビ
雙
磐
に
呼
ば
れ
た
で
あ
ら
う
マ
J

考
へ
ら
れ

る
Q

次
に
歎
字
の
組
合
に
就
き
て
考
ふ
る
に
、
上
掲
の
例
に
於
て
も
知
ら
る
A
が
如
く
、

さ
な
る
。

゜



子
字り

箪
用
せ
ら
れ
す
し
て
瑳
字
ご
述
b
て
用
ひ
ら
る
O([m¥-
用
の
場
合
は
子
以
釆
紫
0

之
子
子
蹄
の
類
に
し
て
於
字
箪
用
の
場

合
ご
趣
を
異
に
し
て
居
る
0

呼
字
箪
用
の
例
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
呼
字
箪
用
マ
J

相
通
す
る
も
の
こ
見
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

岡
國
風
中
に
の
み
用
ひ
ら
る
。

於
字（

箪
用
せ
ら
る
。

切
乎
字
マ
J

連
用
せ
ら
る
。

閂
雅
頌
に
の
み
用
ひ
ら
る
。

等
｀
其
の
用
法
全
然
同
一
で
あ
る
こ
は
見
難
い
。
近
に
他
害
に
例
を
求
む
れ
ば
、
於
字
は
於
乎
｀
烏
乎
。
於
戯
等
が
、
そ
の
主

な
る
も
の
で
、
匡
謬
正
俗
に
は
、
「
今
文
術
害
悉
篤
於
戯
字
。
古
文
術
害
悉
為
烏
呼
字
°
而
詩
皆
云
於
乎
」
マ
J

見
わ
て
居
る
0

此

等
に
因
b
て
見
れ
ば
．
於
烏
雨
字
の
同
昔
な
る
こ
マ
J

が
知
ら
る
>
マ
J

マJ
も
に
、
於
鳥
雨
字
<
J

乎
戯
雨
字
こ
は
却
つ
て
昔
セ
異
に

し
て
ゐ
た
ご
い
ふ
こ
ご
が
想
像
せ
ら
る
¥
)
も
し
於
乎
雨
字
同
昔
な
ら
ば
、
磋
字
を
前
ね
て
磋
々
ご
す
る
が
如
く
、
（
周
頌
臣
工
、

商
頌
烈
禍
）
於
字
を
重
ね
て
於
於
ご
し
て
．
単
足
る
繹
で
あ
る
0

然
ら
ば
乎
字
マ
J

同
―
平
日
ご
考
へ
ら
る
ヽ
子
字
ご
も
、
恐
ら
く
異
つ

た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
ご
考
へ
ら
れ
る
。
韓
記
月
令
｀
大
雰
帝
の
鄭
註
に
、
雰
0

肝
嵯
求
雨
之
祭
也
ぶ
J

あ
b

0

又
周
官
女
巫

疏
中
に
、
蓋
仲
舒
日
、
雰
求
雨
之
術
、
呼
嵯
之
歌
の
語
が
あ
る
。
旺
又
は
呼
は
後
世
ま
で

g
又
は
K
の
頭
背
を
以
て
残
っ
て
居
る
。

も
し
子
嵯
を
以
て
子
磋
こ
同
一
マ
J

す
る
（
馬
献
忠
＂
馬
氏
文
通
）
な
ら
ば
、
千
磋
の
子
マ

J

於
乎
の
於
マ
J

は
、
い
よ

l
＼
同
昔
ど
は

見
難
い
こ
こ
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
雨
字
の
古
昔
に
就
い
て
、
段
氏
は
設
文
子
字
下
の
註
に
「
按
今
昔
子
吼
倶
切
玉
於
央
居
切
0

島
哀
都
切
c
然
古
無
是
分
別
也

U

」

ヽ



こ
な
り

．
 

ー

島
及
島
聾
の
文
字
は

2

於
及
於
磐
の
文
字
は

3

子
及
子
聟
の
文
字
は

•い
9 -- - 、
油→}+
芯貼
遠唸
宝喋
喋~:笞

含

滓
翠
壌

2

・言

yii ．．
 y

u
 

WU

向

u
肉

"Yu
仰

"Uu'（

K
)

"Yu
又
は
W
U
(
G

氏
）
”
U

又
は
u
(
K
氏
）

ゆ

u
 

c: c: 
F; 

口：巳：

ま
づ
現
代
音
に
就
い
て
考
へ
て
見
る
に

G
i
l
e
s
 
Jr:. 

1
.
 
{'~,WU 

忌
蕊
蕊
蕊
i
B
壌

W
U
 

の

u
 

KarlgrenJl;: 

u
 

さ
な
る
。

さ
い
ひ
0

祁
氏
は
爾
雅
義
疏
に
於
て
、
「
設
文
引
孔
子
日
烏
子
呼
也
ぷ
収
其
助
気
＞
及
以
硲
烏
呼
0
然
則
烏
呼
雙
墜
燥
韻
之
字
。
」
こ

い
ひ
、
又
「
烏
子
呼
一
二
字
古
皆
同
磐
3

故
経
典
或
借
於
為
子
。
」
ご
い
つ
て
、
烏
子
呼
一
二
字
の
古
代
に
於
て
同
聾
で
あ
っ
た
こ
こ

を
言
っ
て
ゐ
る
°
段
氏
に
従
へ
ば
、
す
べ
て

u
（
又
は
W

)
を
頭
昔
こ
す
る
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら
う
し
、
郁
氏
に
従
へ
ば
。
も
し

呼
に
後
世
の

g
K
の
頭
昔
が
あ
る
こ
こ
を
許
せ
ば
、
於
子
烏
に
も

g
K
の
頭
昔
が
あ
っ
た
こ
y
J

マJ

な
る
繹
で
あ
る
。
以
上
は
た

ぃ
用
法
上
ょ
b
見
て
の
想
像
論
に
過
ぎ
な
い
0

然
ら
ば
賓
際
此
等
諸
文
字
の
古
年
日
が
、
何
虞
ま
で
辿
ら
る
＞
あ
ら
う
か
。

二

、

子

鳥

於

字

古

昔



等
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

W

か
ら

y
へ
の
襲
化
は
営
然
許
さ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
に
か
へ
つ
て
考
へ
て
見

る
ご
、
子
磐
の
文
字
が

WU

マJ"Yu
こ
の
雨
昔
に
現
在
穀
背
せ
ら
れ
て
居
る
ご
い
ふ
こ
マ
J
は
、
も
ご
、

Wu

で
あ
っ
た
も
の
が
、
―

は
其
儘
に
留
ま
り
、
一
は
Yu
に
襲
っ
た
も
の
ご
見
て
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
さ
す
れ
ば
此
場
合
に
於
て
は
、

wu
は
古
く
て
Yu
は

新
し
い
こ
い
ふ
こ
と
に
な
る
0

こ
れ
か
ら
推
論
の
歩
を
進
む
れ
ば
畜
ま
づ
子
於
烏
三
字
も
前
時
代
に
於
て
は
、
岬
或
は
之
に
近

泄渤吝 }llllU l研

．
 

wm 

ヽ

we 
W
B
 

．
 

wm 

ヽ
、
wen

y
i
n
 

．
 

y
m
g
 

y
i
i
e
h
 

y
茫

m
y
安
lll

右
に
示
す
が
如
く
、
烏
嗚
等
の
年
日
を
富
す
に
、
G
氏
は
WU

を
以
て
し
、

K
氏
は
U

を
以
て
し
、
又
於
子
を
寓
す
に
ー
は
直
．
を
以

て
し
、
他
はu
を
以
て
し
て
居
る
。
さ
す
れ
ば
＂
此
等
諸
字
の
平"
W
U
ご

u
‘
"
Y
u
こ

~
u

こ
は
文
字
に
寓
し
て
こ
そ
差
別
は
あ
れ
、

賓
際
に
於
て
は
殆
ん
ざ
謳
別
し
難
い
ほ
ざ
類
似
の
も
の
で
あ
ら
う
0

雨
氏
の
寓
昔
法
を
混
用
す
れ
ば
、
種
々
混
雑
を
末
す
の

で
、
余
は
以
下
G
氏
の
寓
音
法
に
よ
る
こ
マ
J

こ
す
る
。

さ
て
子
槃
の
文
字
に
WU

ご
"Yu
ご
雨
昔
あ

b
マJ
す
れ
ば
、
雨
者
の
闊
係
は
如
何
の
も
の
で
あ
ら
う
か
。

大
正
十
二
年
十
二
月
材
田
博
士
に
よ
っ
て
、
東
洋
學
報
誌
上
に
登
表
せ
ら
れ
た
漢
蕃
鉗
背
千
字
文
は
一
九

0
八
年
佛
國
の
Pelliot

氏
に
よ
っ
て
激
燻
千
佛
洞
か
ら
螢
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
博
士
の
考
證
に
よ
れ
ば
、
其
の
時
代
は
唐
代
の
中
期
以
前

こ
思
し
く
、
嘗
時
厳
燻
地
方
に
行
は
れ
た
、
比
較
的
正
し
き
支
那
中
部
の
聾
昔
ヤ
J

西
蔵
文
字
に
よ
っ
て
寓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

ご
い
ふ
こ
こ
で
あ
る
。
今
こ
れ
に
よ
っ
て
唐
代
か
ら
今
H
迄
の
間
に
W

か
ら

y
に
移
っ
た
も
の
を
學
げ
て
見
れ
ば



で
あ
っ
た
こ
い
ふ
こ
こ
に
な
る
。

u
 

iヽ
 ，
 

u
又
は
WU

る
。
（
碍
渾
渾
謬
”
遵
）
こ
れ
に
よ
る
汽
於
は
rー
の
背
を
以
て
窮
さ
れ
て
居
る
。
i
マ
J

y

y

J

は
頗
る
沢
似
の
音
で
あ
る
°
然

ら
ば
一
方
に
於
て
は
既
に
U

よ
り
韓
化
せ
る
r
l

率
日
が
あ
っ
た
も
の
<
J

見
ね
ば
な
ら
ぬ
0

我
邦
に
於
て
は
古
く
、
阿
行
の
ウ
ォ
に

烏
於
二
字
が
骰
用
せ
ら
れ
て
居
る
0

烏
於
雨
字
は
も
ご
同
一
字
に
し
て
同
背
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
0

そ
れ
が
ウ
、
オ
、
竺
平
日
を

異
に
す
る
に
至
っ
た
の
は
烏
は
面
き
昔
に
留
ま
り
、
オ
は

i
-
-
0
(
K
a
l
g
r
e
n
JI; 0) E
喘
）
こ
な
り
、
途
に
箪
純
な
る
)
0

の
如
く
髪
じ

た
も
の
マ
J

考
へ
ら
る
A
3

次
に
子
字
の
音
は
如
何
ご
い
ふ
に
現
代
に
於
て
、
子
そ
れ
自
身
は
四

Jゞ

後
音
せ
ら
れ
、
他
の
子
聾
の

文
字
は
WU
ぐ
J

焚
背
せ
ら
る
ょ
姑
、
韻
鏡
に
於
て
内
轄
第
十
二
合
、
喩
母
一
二
等
に
屈
し
て
居
る
貼
、

H
本
に
博
へ
ら
れ
た
る
背
が

WU

で
あ
る
貼
．
崩
代
に
於
て

wiu'1Jt
璽
口
せ
ら
れ
し
男
字
（
淡
番
鉗
音
千
字
文
）
が
廣
韻
に
於
て
子
準
切
で
あ
る
幽
等
を
考
へ
合

す
れ
ば
直
接
に
子
字
の
昔
は
見
嘗
ら
な
い
け
れ
ざ
も
、
烏
於
雨
字
が
U

昔
を
有
し
た
る
時
に
は
、
子
字
マ
J

亦
相
並
ん
で
、

WU

又

は
U

Jゞ

呼
ば
れ
た
で
あ
ら
う
0

以
上
を
約
言
す
れ
ば
唐
代
に
於
て
は

烏於子

-)よ

,
1
,
1
 

u 

A
 C
h
i
n
e
s
e
 

似
の
昔
を
以
て
呼
ば
れ
た
で
あ
ら
う
y
J

い
ふ
骰
定
を
立
て
る
こ
ご
が
出
昧
る
。

次
に
同
じ
く
漢
蕃
封
背
千
字
文
に
よ
っ
て
於
烏
子
中
の
文
字
を
索
む
る
マ

J‘
於
字
が
U

年
日
を
以
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
y
J

を
登
見

す
る
0

又
隋
古
に
よ
っ
て
見
る
マ
:J

u
i
g
u
r

が
烏
謹
マ
J

年
日
繹
せ
ら
れ
て
居
る
。
さ
す
れ
ば
、
烏
於
雨
字
は
肝
代
前
後
に
於
て
は
U

の
頭
昔
を
以
て
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
考
へ
ら
れ
る
。
更
に

T
h
e
J
o
u
r
n
a
l
 
of 
t
h
e
 
R
o
y
a
l
 
Asiatic 
Society、

july

1926 

I!'. 
W
.
'
f
h
o
m
a
s

氏
等
に
よ
っ
て

B
u
d
d
h
i
s
t

T
e
x
t
 
i
n
 
T
i
b
e
t
i
o
n
 
W
r
i
t
i
n
g
 

四

の
一
篇
が
登
表
せ
ら
れ
て
居



五

鳥
於
の
二
字
は
姑
＜
措
き
、
子
字
に
就
｀
さ
て
い
へ
ぱ
、
子
字
に
古
く

g
又
は
K
の
頭
昔
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
學
者
の
耕
す
る
所

で
あ
る
。
夏
に
子
牲
の
文
字
訂
旺
庁

lff等
に
就
さ
て
考
ふ
る
に
、
此
等
の
文
字
は
廣
韻
に
於
て
は
上
平
十
虞
に
屈
し
況
子
切
で
あ

り
、
韻
鏡
に
は
、
内
轄
第
十
二
喉
昔
暁
母
に
馬
し
て
そ
の
頭
―
平
日
は
h
で
あ
る
。
な
ほ
子
磐
の
存
字
は
廣
韻
に
て
は
、
下
平
九
麻

に
あ
っ
て
苦
瓜
切
‘
韻
鋭
に
て
は
内
轄
第
三
十
牙
昔
深
母
に
屈
し
て
頭
昔
は
K
で
あ
る
Q

以
上
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
子
字
は
も
マ
J

g
の
頭
立
＂
を
打
し
や
が
て

K
≫
f
J

な
り
、

n
マJ
な
り
、
途
に
此
等
を
失
ひ
て
WU

ご
な
b
涎
に
”
マ
J

な
っ
た
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。

品
於
雨
字
に
就
い
て
は
、
森
聞
な
る
余
は
、
詮
索
未
だ
周
か
ら
ざ
る
た
め
か
、

g
K
の
頭
昔
が
あ
っ
た
ご
い
ふ
的
確
な
る
證
左

を
得
な
い
0

で
今
は
姑
く
そ
の
最
古
の
昔
セ

u
（
如
叫
を
加
ふ
れ
ば

uo
か
）
で
あ
っ
た
ご
考
へ
る
よ
り
外
な
い
。

三

、

子

字

こ

乎

字

乎
字
の
詩
に
用
ひ
ら
る
ヽ
も
の
は
歎
字
。
介
字
、
助
字
の
一
一
一
種
で
あ
る
。
今
子
乎
雨
字
の
関
係
を
見
る
に
、

り
歎
字
の
坑
合
の
相
通

列
子
周
程
王
篇
0

於
子
余
一
人
。
（
秤
文
背
烏
乎
）
（
郡
氏
爾
雅
義
疏
に
よ
ろ
）

凹
助
字
の
場
合

論
語
孝
乎
惟
孝

3

秤
文
及
漢
石
経
乎
並
作
子
0

(
繹
文
及
穂
閲
繹
詞
に
よ
ろ
）

管
子
山
國
軌
篇
し
不
紐
而
賄
國
総
之
有
道
子
。
（
宋
本
如
是
令
本
・
子
戯
作
予
）
（
籾
隙
繹
詞
に
よ
ろ
）

呂
氏
春
秋
審
態
篇
0

然
則
先
生
弛
子
。
（
高
註
日
子
乎
也
3
)

列
子
黄
布
篇
0

今
女
一
一
一
部
至
此
乎
o
（
秤
文
日
乎
本
又
作
子
）
（
絆
怖
繹
詞
に
よ
ろ
）

荘
子
人
間
枇
篇
0

不
鈴
祉
者
且
幾
有
前
乎
0

（
秤
文
日
雀
本
作
子
）

仇
介
字
ご
し
て
の
同
一
用
法
。

f



（
イ
）
普
通
の
場
合

函
）
子
送
子
渉
泄
°
至
子
頓
丘

（
桑
中
）
〶
期
我
乎
桑
中
°
要
我
乎
上
宮
。

（

口

）

倒

置

の

場

合

．

（
消
人
）
〶
二
矛
重
英
河
上
乎
開
朔

二
矛
重
喬
河
上
乎
逍
濡

（
炭
高
）
子
四
國
子
蕃
四
方
子
宜

で
あ
る
。
右
の
諸
例
に
於
て
、
子
乎
雨
字
が
相
通
じ
た
こ
マ
J

は
明
で
あ
ら
う
0

然
ら
ば
乎
字
の
登
昔
は
如
何
゜

山
現
代
行
（
北
京
）

h

u

u

廣
東
(
K
氏
に
よ
る
）

図
廣
韻
に
於
て
は
上
平
十
一
模
戸
呉
切
3

之
を
韻
鏡
に
検
す
れ
ば
胡
こ
同
昔
に
し
て
、
内
轄
第
十
二
合
喉

1

ヰ
晶
此
栂
濁
昔

に
屈
し
て
頭
―
平
日
は

g
で
あ
る
っ

閂
廣
韻
に
於
て
乎
こ
同
昔
な
る
胡
湖
は
現
代
に
於
て
も
な
ほ
乎

yJoo昔
hu
で
あ
る
が
、
そ
の
一
平
日
符
た
る
古
は
現
代
ま
で
ku

で
あ
る
、
叉
狐
字
の
如
き
も
そ
の
昔
符
瓜
は
今
H
K
u
a
'
t
J
穀
背
せ
ら
る
。

④
乎
聾
の
字
呼
の

1

立
日
は
現
時
hu
で
あ
る
。
廣
韻
に
於
て
は
上
平
十
一
模
火
故
切
で
、
之
を
韻
鏡
に
照
せ
ぱ
内
轄
第
十
二
合
喉

許
饒
栂
に
屈
し
、
頭
―
平
日
は
既
に
h
マJ
な
っ
て
居
る
。

以
上
に
よ
り
て
考
ふ
れ
ば
、
乎
字
も
亦
子
字
マ
J

同
じ
<
g
K
h
の
頭
昔
を
有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
此
字
が
朝
鮮
H
本
に

於
て
如
何
に
仮
用
せ
ら
る
A

かマ
J

い
ふ
に

三
國
史
記
新
羅
本
紀
に
は

ー量“
，，‘ 



山

(

1

)

 

g
u
o
 

(

2

)

 

k
m
>
 

(

3

)

 

h
u
g
 

(
4
)
 

u
o
 

1

七

入
冊
阿
逹
羅
王
二
十
年
（
這
悶
知
鱚
四
霜
冒
）
夏
五
月
、
倭
女
王
卑
禰
乎
畜
遣
使
末
聘

マJ
見
わ
闘
の
背
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
0

我
が
邦
に
て
は

チ乎
阿
屈
乃
禰
己
等
（
天
壽
國
曼
荼
羅
繍
帳
銘
）

チ乎

沙

多

宮

同

上

チ乎
波
利
王
（
上
宮
太
子
系
譜
）

チ乎
波
智
君
（
上
宮
記
逸
文
）

チ
彊

乎

國

（

上

宮

記

逸

文

）

チ乎
富
等
大
公
王
（
上
宮
記
逸
文
）

の
如
<
W
O
の北
11
を
以
て
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
（
穀
匹
炉
）
か
く
見
末
れ
ば
、
乎
字
は
殆
ん
ざ
子
字
'
y
J

同
様
の
径
路
を
辿
つ
た
も

の
ご
考
へ
ら
れ
る
。

以
上
烏
於
子
乎
の
四
字
に
就
い
て
、
多
少
其
の
菱
化
を
吟
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
種
々
の
登
昔
は
、
必
す
し
も
縦
に
時

代
的
に
規
則
正
し
く
稔
化
す
る
に
あ
ら
す
し
て
、
横
に
地
方
的
に
そ
れ
人
＼
行
は
れ
て
居
て
、
そ
れ
が
相
鯛
れ
相
浪
じ
て
、
あ

る
意
義
を
表
は
す
場
合
に
は
仮
昔
を
保
存
し
、
他
の
意
義
を
表
は
す
場
合
に
は
襲
化
立
日
が
用
ひ
ら
れ
る
マ
J

い
ふ
や
う
に
し
て
漸

次
各
時
代
の
大
盟
を
あ
る
背
に
於
て
支
配
す
る
マ
J

い
ふ
風
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
0

古
代
昔
韻
の
こ
ご
は
漠
マ
J

し
て
捕

捉
し
難
い
が
、
上
述
の
諸
項
に
基
き
て
想
像
を
追
う
す
る
こ
マ
J

が
許
さ
る
A

な
ら
ば
、
左
の
諸
昔
が
此
等
の
文
字
に
存
在
し
た
の

で
は
な
か
ら
う
か
ご
思
ふ
。



郎

此
等
は
諸
家
の
研
究
に
よ
れ
ぱ
皆
同
一
韻
で
あ
る
。
大
矢
透
氏
は
此
等
を
第
三
固
部
に
入
れ
て
UO

を
以
て
表
は
さ
れ
て
居
る
。

今
之
を
似
り
て
種
々
稔
化
せ
る
頭
昔
に
配
す
れ
ば
右
表
の
如
く
な
る
の
で
あ
る
0

こ
れ
を
マ
↑
り
て
上
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
を
賓

に
す
れ
ば

一
、
歎
字
子
嵯
の
場
合
の
子
は
、
も
マ
J

①
或
は
図
の
背
で
あ
っ
た
も
の
が
漸
次
烏
於
'
y
J

同
年
日
に
呼
ば
る
A

に
至
っ
た
も
の
で
、

過

渡

の

時

代

に

於

て

は

恐

ら

く

雨

者

並

存

し

た

で

あ

ら

う

。

．

二
｀
発
聾
之
洞
の
場
合
は
④
に
於
て
通
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

三
，
介
字
の
場
合
は
子
字
乎
字
の

0
或
は
⑰
の
音
漸
次
襲
化
し
て
、
④
の
昔
マ
」
な
り
、
於
字
こ
代
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
。

四
、
助
字
の
場
合
マ
J

歎
字
於
乎
於
子
の
場
合
に
は
子
乎
ご
も
に
り
⑰
の
昔
に
留
ま
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

五
．
歎
字
的
に
用
ひ
ら
れ
た
る
子
字
（
余
は
こ
れ
を
介
字
の
目
的
格
を
省
略
せ
る
場
合
ご
考
ふ
0
)
亦
向
の
平
日
に
用
ひ
ら
れ
た

の
で
あ
ら
う
。 .、9

涼 点
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